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Proposal on the Use of a Movie to Widen Integrated Studies on Respect for Life 
―Junior high school students’ thought after the movie "Be Born"― 
KAMIZONO Kohtaro 
Summary 
This paper proposes clinical and integrated learning concerning the respect for life based on a consciousness changes 
among junior high school students using a movie as a learning material. First, I emphasized the historical meaning of 
the respect for life, which appeared for the first time in 1958 after World War II. I employed the association method to 
clarify the consciousness changes among students before and after watching the movie “Be Born”. Because a movie is 
also an integrated art, it can be a base to connect subjects. Moreover, the topic of the respect for life is a value in moral 
education and has relations to other subjects, including arts and gymnastics, and so is worthwhile as a topic of 
Integrated Studies in school.  
Keywords：Education using a Movie, Respect for life, Period of Integrated Study, Self-affirmative Consciousness, 









い』といったつぶやきに現れる」1（M. v. Manen, 2012, 
p.80）と，いのちの初めに希望が込められていると析出
する。というのも「希望のない世界は子どもたちにとっ
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2．道徳教育におけるいのちの授業の始まり 






















戦争遂行に至る道徳教育（修身，1890 年から 1945 年）
に，いのちを大切にせよとは邪魔な考えだったろう。 
敗戦後しかし，文部省は『あたらしい憲法のはなし』




















































































示される流れにあって，1958 年 3 月に道徳の時間の特































論議され，1954 年の第 3 次教育研究集会社会科分科会で









































































































































































































































































一つの単元として 2 時間構成で，1 時間目に「もう子供
ではない」と掲げ，2 時間目に「現実を正しく認識して






















（昭和 33 年 10 月 1 日施行）は，「(1)  生命を尊び，健
康を増進し，安全の保持に努める」を 4 つのカテゴリを
通して 36 項目並べた内容項目の最初に掲げ 12，中学校学
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思慮深さとタクトを実践し，深めることが教員にはでき






































































































表 1 2018 年，最初の文部科学省検定済み教科書，全 8 社各学年の道徳教材に見る誕生 
日本の小学校道徳教科書に見る誕生2018
学年 出版社 教材番号 主題名 教材名 作者
1年生 東京書籍 7 いのち ハムスターの　あかちゃん
2年生 東京書籍 11 いのち たんじょう日
4年生 東京書籍 18 大切な命 バルバオの木
6年生 東京書籍 30 かけがえのない生命 東京大空襲の中で
1年生 日本文教出版 2 かがやけ　いのち うまれたての　いのち へんしゅういいんかい
1年生 日本文教出版 30 どうぶつの　いのち ハムスターの　赤ちゃん 和井内良樹
3年生 日本文教出版 1 新しい命 赤ちゃんもごはん食べてるよね 手塚智美
3年生 日本文教出版 20 命が生まれ育つこと お父さんからの手紙 へんしゅう委員会
6年生 日本文教出版 ③ つながる生命 創志くんと子牛 編集委員会
1年生 学研みらい 10 いのちや　しぜんと　わたし げんきでね、あげはくん 山口佳央里
1年生 学研みらい 15 いのちや　しぜんと　わたし 空いろの　たまご ジャン＝アンリ・ファーブル
1年生 学研みらい 33 いのちや　しぜんと　わたし ハムスターの　赤ちゃん 和井内良樹
2年生 学研みらい 9 いのちやしぜんとわたし しぜんのいのち 編集委員会
2年生 学研みらい 14 いのちやしぜんとわたし ぴよちゃんとひまわり いりやまさとし
2年生 学研みらい 28 いのちやしぜんとわたし だっこしながら 編集委員会
4年生 学研みらい 3 命や自然とわたし おばちゃん、がんばれ 重国佳江
4年生 学研みらい 21 命や自然とわたし うみがめの命 中村元
1年生 光村図書 32 げんきに　そだって ちいさな　ふとん さいとう　じゅん
4年生 光村図書 4 大切な命 生きているしるし 古家千鶴子
2年生 光文書院 9 いのちの　たんじょう おとうとの　たんじょう 編集委員会
3年生 光文書院 4 しょくぶつのふしぎ 目をさますたね 編集委員会
4年生 光文書院 30 生まれた日のこと ぼくの生まれた日　－ドラえもん－ 藤子・F・不二雄
1年生 教育出版 8 大せつな　いのち ハムスターの　赤ちゃん 和井内良樹
1年生 教育出版 補充教材 しぜんと　ふれあう おおきく　そだて、二くみの　ザリガニ
4年生 教育出版 15 自然を大切に タイガとココア
1年生 廣済堂あかつき 27 生きて　いるんだね ハムスターの　赤ちゃん 和井内良樹
1年生 廣済堂あかつき 28 いのちを　かんじて とく　とく　とく 大阪府教育委員会
2年生 廣済堂あかつき 21 生きて　いるんだね いのちを　かんじて 編集委員会編
2年生 廣済堂あかつき 22 まもられて　きた　いのち なつこが　生まれた　ころ 東　君平
3年生 廣済堂あかつき 15 つながっていく命 すず虫 編集委員会
3年生 廣済堂あかつき 30 小さな港は大さわぎ 大自然のお客さん 田邊重任
4年生 廣済堂あかつき 29 十年前のあの日にもどって…… ぼくの生まれた日 藤子・F・不二雄
1年生 学校図書 11 いのちの　あたたかさ ハムスターの　あかちゃん 和井内良樹
2年生 学校図書 20 いのちが　うまれる 弟のたんじょう 編集委員会
5年生 学校図書 33 せいいっぱい生きる たったひとつのたからもの 加藤浩美
6年生 学校図書 33 かけがえのない命 火の夜の赤ちゃん 早乙女勝元  







く，小学校であるが 2018 年度から使われ始めた全 8 社の
道徳教科書 14 において，誕生がどう取り上げられている
かを見る。中学校の文部科学省検定済み教科書は 2018 年










 2018 年に使われ始めた文部科学省検定済み教科書全 8
社に見る，誕生を扱った教材は 35＋教科書中の補充教材
に 1 つ，計 36 作品。補充教材と称したこの出版社はこれ
を入れて小学校 1 年生の 34 時間また 2 年生以上の 35 時
間をカバーすると計算しており，計 36 の教材が各学年毎
週の時間にあてられている。他社は小学校 1 年生用に 34
各時間に教材をあてて，また 2 年生以上 35 時間毎に教材
をあてており，総計すると小学校 1 年生から 6 年生まで











































2018 年に出された教材について 5 点指摘し，描かれな
い点について指摘しておく。1 点目として各社重複して，






















































































































































































Date：2015.11 Module Version 5.01
全学年 Cue Word : いのち
















































































































































































































































































図 1  A 中学校全校生徒の〈いのち〉の意識 
 





































































































Date：2015．11 Module Version 5.01 回答語 語数 回答者数比
川棚中学校全校〈学校〉 Cue Word : 学校 勉強 213 59.5%













































































































































































































































































図 2 A 中学校生徒の〈学校〉意識 


























長崎県映画センターと長崎県 A 町立 A 中学校の努力に
よって映画「うまれる」を、A 中学校の生徒 358 名が



































































 しかし、この〈学校〉連想マップには 2 つの課題があ
連想マップ(Association Map) produced by K.KAMIZONO



















































































































































































































































































図 3 2005 年佐世保市・五島市の 13 歳 451 名の〈学校〉意識 


























連想マップ(Association Map) Module Version 5.01
K中学校全校映画の前 Date：2015.11 Cue Word : うまれる 回答語 語数 回答者数比
赤ちゃん 170 47.5%








































































































































































































































図 4  A 中学校生徒の映画の前の〈うまれる〉意識 












































































































答語である。図 4 と図 5 を比べると中心部に位置する構
造は変わることはなかったが、生徒たちの〈うまれる〉
意識を映画が、奇跡、苦しみ、感謝や嬉しい感覚で満た
した様子がわかる。図 4 と図 5 の頭に掲げた連想諸量の
動きを表 3 にまとめると、回答語の種類（回答語種数）
が 25.6%増加している。映画を観ることによって〈うま




Cue Word:うまれる 消失 新出
映画の前 回答差 回答差 映画の後 回答差 回答差
回答語 語数 属性 実人数 人数％ 回答語 語数 属性 実人数 人数％
赤ちゃん 170 減少 -65 -18.2 奇跡 60 増加 30 8.5
いのち 77 減少 -13 -3.6 痛い 32 増加 23 6.5
無回答 17 減少 -11 -3.1 感謝 23 増加 20 5.6
病院 16 減少 -10 -2.8 大切 28 増加 19 5.4
子ども 25 減少 -9 -2.5 嬉しい 86 増加 17 4.8
小さい 9 消失 -9 -2.5 大変 26 増加 17 4.8
新しい 11 減少 -8 -2.2 辛い 15 増加 12 3.4
卵 8 減少 -6 -1.7 きつい 13 増加 12 3.4
動物 17 減少 -5 -1.4 涙 17 増加 11 3.1
生命 11 減少 -5 -1.4 絆 12 増加 11 3.1
めでたい 7 減少 -5 -1.4 素晴らしい 16 増加 10 2.8
4語以下省略 父 16 増加 10 2.8
感動 39 増加 9 2.5
喜び 23 増加 9 2.5
苦しい 10 増加 9 2.5
幸せ 16 増加 8 2.3
不安 10 増加 8 2.3
生きる 15 増加 6 1.7
いのちの誕生 16 増加 5 1.4
映画 6 増加 5 1.4
死 6 増加 5 1.4
人生 6 増加 5 1.4
ありがたい 5 新出 5 1.4
病気 5 新出 5 1.4
4語以下省略  















連想マップ(Association Map) Module Version 5.01
K中学校全校映画の後 Date：2015.11 Cue Word : うまれる 回答語 語数 回答者数比
赤ちゃん 105 29.6%






































































































































































































































































図 5  A 中学校生徒の映画の後の〈うまれる〉意識 
 
表 3 〈うまれる〉に関する連想諸量の動き 
映画の前    回答者数：358 名，回答語種数：367 種類，回答語総数：1211 語，エントロピ：6.77，連想量総和：16.97
映画の後    回答者数：355 名，回答語種数：461 種類，回答語総数：1498 語，エントロピ：7.32，連想量総和：22.12
映画の前から見て 0.8％減 25.6％増 23.7%増 0.55増 5.15増  
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Cue Word:いのち 消失 新出
映画の前 回答差 回答差 映画の後 回答差 回答差
回答語 語数 属性 実人数 人数％ 回答語 語数 属性 実人数 人数％
動物 29 減少 -18 -5.0 かけがえのない 39 増加 29 8.2
人 27 減少 -18 -5.0 うまれる 46 増加 27 7.6
心臓 37 減少 -18 -5.0 奇跡 29 増加 22 6.2
一つしかない 68 減少 -11 -3.1 大切 238 増加 18 5.1
人間 15 減少 -10 -2.8 尊い 33 増加 11 3.1
植物 14 減少 -10 -2.8 一人に一つ 41 増加 10 2.8
無回答 14 減少 -9 -2.5 嬉しい 13 増加 10 2.8
一つ 65 減少 -9 -2.5 親 11 増加 7 2.0
赤ちゃん 26 減少 -8 -2.2 感謝 10 増加 7 2.0
生物 12 減少 -8 -2.2 小さい 9 増加 6 1.7
心 14 減少 -6 -1.7 素晴らしい 9 増加 6 1.7
ゴルゴ松本 9 減少 -6 -1.7 温かい 7 増加 5 1.4
母 11 減少 -5 -1.4 幸せ 5 新出 5 1.4
皆持っている 5 消失 -5 -1.4 うまれてくる 5 増加 4 1.1
儚い 8 減少 -4 -1.1 授かる 5 増加 4 1.1
父 8 減少 -4 -1.1 悲しい 5 増加 4 1.1
生きている 5 減少 -4 -1.1 喜び 4 新出 4 1.1
寿命 4 消失 -4 -1.1 辛い 4 新出 4 1.1
自分 11 減少 -4 -1.1 3語以下省略
一つだけ 15 減少 -4 -1.1
お金で買えない 4 消失 -4 -1.1
3語以下省略  
 



















「状況は国際的にみても深刻」だと指摘した 21 のが 2015
年であった。この時点で日本の 15 歳から 34 歳は、自死
による死亡が原因の 1 位で、人口 10 万人あたりの死亡率
が 18.1 であり、欧米諸国の自殺率（フランス 9.3、ドイ
ツ 7.6、カナダ 12.0、アメリカ 12.8、イギリス 6.6、イタ
リア 4.8。欧米諸国の死亡原因の 1 位は、事故である）に
比べて高い。『自殺対策白書』はアジアでは韓国を挙げ
ており、韓国では 15～34 歳の自殺率は 18.3 と高い。厚
 
連想マップ(Association Map) Module Version 5.01
K中学校全校映画の後 Date：2015.11 Cue Word : いのち 回答語 語数 回答者数比
大切 238 67.0%



















































































































































































































































図 6 A 中学校全校生徒の映画の後の〈いのち〉意識 
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生労働省の「平成 29 年（2017）人口動態統計月報年計
（概数）の概況」を見ると，死亡原因として年齢段階 15
歳から 39 歳において自殺が死因の第 1 位である 22。自死
の総数は 2013 以降減少傾向にあるとはいえ，15 歳から
の年齢層を含めて 20 歳代，30 歳代の自死が死亡原因の










ク、ライプチヒの高校生ならびに大学生 149 名、2003 年
の〈死(Tod)〉による連想マップである (cf.：Kamizono, 
Kohtaro、Death Consciousness in Germany, China and Japan 
by Association Method 、 http://  naosite.lb.nagasaki-
u.ac.jp/dspace/bitstream/10069/22089/1/kyoikukagaku73_1.pdf
)。最多回答語は「悲しみ(Trauer)」（人数比 46.3%）であ
るが、左上のカテゴリ《 cause( 原因 ) 》を見ると
「accident(事故)」（人数比 9.4%）が最多で、「illness(病
気)」（人数比 8.1%），「age(年齢)」（人数比６.0%）と
連想マップ(Association Map) Module Version 5.01
K中学校全校映画の後 Date：2015.11 Cue Word : いのち 回答語 語数 回答者数比
大切 238 67.0%



















































































































































































































































図 6  A 中学校生徒の映画の後の〈いのち〉意識 
 
図 7 ドイツの高校生・大学生の〈死〉の意識 
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続く。 
長崎、岐阜の大学生 152 名による 2006 年の図 8 は、
「fearful(怖い)」（人数比 32.2%）が最多で、図の下のカ
テゴリ《 cause(原因 )》では「 suicide(自殺 )」（人数比




人あたり）は 2015 年で，韓国、28.3 で依然多く，日本は




Suicide: a global imperative）」24と題する警告を発してい
る。日本が 15 歳から 39 歳の自殺予防に成功する方策を
展開するならば，それは世界にとっても意味がある。 









図 8 日本の大学生の〈死〉の意識 





















口 10 万対）によると、20～24 歳の死に占める自殺の割
合は 50.1%に達する。 
 日本の死に占める自殺の割合を年齢階級別に表したの
が図 11 である。 
 
 
図 9 韓国の大学生の〈死〉の意識 
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 図 11 に驚かれるかもしれない、これでも年代順に見る
と 20 代の自殺による死亡率は 1998 年から高い傾向を示
していたが、2012 年から下降する、すなわち下降傾向後


























図 10 中華人民共和国の大学生の〈死〉の意識 
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図 12 は A 中学校全校生徒の死の意識である。〈死〉
から「悲しい(36.6%)」が最多で、「怖い(29.1％)」、「嫌
(8.9%)」と言いながら、すなわち死を厭いながらも、
「自殺(8.4％)」が 4 番目に意識に登場する。 
この数値は、2005 年の佐世保・五島の調査、13 歳で
〈死〉から 14.0％が第 3 位に「自殺」を想起しており、































図 11 年齢階級説に見た死因に占める自殺の割合 
2015 年厚生労働省人口動態統計（確定数）第２表死因順位（第 10 位まで）別にみた年齢階級別死亡数・死亡率（人口 10 万対）に
より上薗が作成） 

























連想マップ(Association Map) Module Version 5.01
K中学校全校〈死〉映画の前 Date：2015.11 Cue Word : 死 回答語 語数 回答者数比
悲しい 131 36.6%















































































































































































































































































図 12 A 中学校生徒の映画の前の〈死〉の意識 
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表 5 提示語〈死〉による回答語の増減 
A中学校全校生徒 減少 増加
Cue Word:死 消失 新出
映画の前 回答差回答差 映画の後 回答差 回答差
回答語 語数 属性 実人数人数％ 回答語 語数 属性 実人数 人数％
いのちがなくなる 22 減少 -9 -2.5 辛い 44 増加 19 5.4
怖い 104 減少 -6 -1.7 悲しい 146 増加 15 4.2
いなくなる 12 減少 -6 -1.7 恐ろしい 9 増加 7 2.0
最後 6 消失 -6 -1.7 悲しみ 14 増加 6 1.7
誰にでも訪れる 6 消失 -6 -1.7 天国 23 増加 5 1.4
自殺 30 減少 -5 -1.4 いつ来るか分からない 8 増加 5 1.4
殺人 13 減少 -5 -1.4 亡くなる 6 増加 5 1.4
この世からいなくなる 12 減少 -5 -1.4 運命 7 増加 4 1.1
死にたくない 11 減少 -5 -1.4 感謝 4 新出 4 1.1
癌 7 減少 -5 -1.4 3語以下省略
いつかは訪れる 6 減少 -5 -1.4
病院 6 減少 -5 -1.4
墓 8 減少 -4 -1.1
3語以下省略  
 



























連想マップ(Association Map) Module Version 5.01
K中学校「うまれる」全校〈自分〉映画の前 Date：2015.11 Cue Word : 自分 回答語 語数 回答者数比％































































































































































































































































図 13 A 中学校生徒の映画の前の〈自分〉意識 
 生命尊重の総合的な学習を広げる映画活用の提案  99 
というのも、映画「うまれる」が生徒に及ぼした影響
は、〈自分〉意識を動かす深さに達しているからである。 















Cue Word:自分 消失 新出
映画の前 回答差 回答差 映画の後 回答差 回答差
回答語 語数 属性 実人数 人数％ 回答語 語数 属性 実人数 人数％
男 21 減少 -11 -3.1 大切 53 増加 32 9.0
女 12 減少 -9 -2.5 いのち 38 増加 28 7.9
中学生 19 減少 -6 -1.7 家族 33 増加 19 5.4
女子 9 減少 -6 -1.7 母 9 新出 9 2.5
人間 37 減少 -5 -1.4 一人しかいない 20 増加 8 2.3
無回答 32 減少 -4 -1.1 奇跡 9 増加 8 2.3
明るい 10 減少 -4 -1.1 父 8 新出 8 2.3
嫌い 7 減少 -3 -0.8 友達 25 増加 7 2.0
14歳 6 減少 -3 -0.8 親 11 増加 7 2.0
頭が悪い 5 減少 -3 -0.8 大事 9 増加 6 1.7
短所 4 減少 -3 -0.8 兄弟 6 増加 5 1.4
長所 4 減少 -3 -0.8 両親 6 増加 4 1.1
背が高い 3 消失 -3 -0.8 うまれてきた 5 増加 4 1.1
2語以下省略 学校 5 増加 4 1.1
一つ 4 新出 4 1.1
一つのいのち 4 新出 4 1.1
家族の一員 4 新出 4 1.1
感情 4 新出 4 1.1
部活 7 増加 3 0.8
世界に一人 6 増加 3 0.8
体 6 増加 3 0.8
うまれた 5 増加 3 0.8
感謝 4 増加 3 0.8
考える 4 増加 3 0.8
ありがたい 3 新出 3 0.8
幸せ 3 新出 3 0.8
姉 3 新出 3 0.8
赤ちゃん 3 新出 3 0.8
他人 3 新出 3 0.8





連想マップ(Association Map) produced by K.KAMIZONO
Date：2005年12月 Module Version 4.00 ,  Programmed by T. Fujiki  2005.08
13歳自分佐世保・五島　 Cue Word : 自分





















































































































































































































































































図 14 2005 年佐世保・五島の 13 歳の〈自分〉意識 
 
 



























表 6 提示語〈自分〉による回答語の増減 
A中学校全校生徒 減少 増加
Cue Word:自分 消失 新出
映画の前 回答差 回答差 映画の後 回答差 回答差
回答語 語数 属性 実人数 人数％ 回答語 語数 属性 実人数 人数％
男 21 減少 -11 -3.1 大切 53 増加 32 9.0
女 12 減少 -9 -2.5 いのち 38 増加 28 7.9
中学生 19 減少 -6 -1.7 家族 33 増加 19 5.4
女子 9 減少 -6 -1.7 母 9 新出 9 2.5
人間 37 減少 -5 -1.4 一人しかいない 20 増加 8 2.3
無回答 32 減少 -4 -1.1 奇跡 9 増加 8 2.3
明るい 10 減少 -4 -1.1 父 8 新出 8 2.3
嫌い 7 減少 -3 -0.8 友達 25 増加 7 2.0
14歳 6 減少 -3 -0.8 親 11 増加 7 2.0
頭が悪い 5 減少 -3 -0.8 大事 9 増加 6 1.7
短所 4 減少 -3 -0.8 兄弟 6 増加 5 1.4
長所 4 減少 -3 -0.8 両親 6 増加 4 1.1
背が高い 3 消失 -3 -0.8 うまれてきた 5 増加 4 1.1
2語以下省略 学校 5 増加 4 1.1
一つ 4 新出 4 1.1
一つのいのち 4 新出 4 1.1
家族の一員 4 新出 4 1.1
感情 4 新出 4 1.1
部活 7 増加 3 0.8
世界に一人 6 増加 3 0.8
体 6 増加 3 0.8
うまれた 5 増加 3 0.8
感謝 4 増加 3 0.8
考える 4 増加 3 0.8
ありがたい 3 新出 3 0.8
幸せ 3 新出 3 0.8
姉 3 新出 3 0.8
赤ちゃん 3 新出 3 0.8
他人 3 新出 3 0.8
































































表 7 提示語〈自分〉による A 中学校生徒の 




属性 528 ▲ 567 ▽
肯定 220 ▽ 311 ▲
否定 113 ▲ 77 ▽
体 14 　 18 　
他 125 ▽ 205 ▲
（▲有意に多い、▽有意に少ない、p<.05） 
 
表 8 A 中学校全校生徒〈自分〉意識についての映画前後の連想諸量の動き 
映画の前   回答者数：358 名，回答語種数：515 種類，回答語総数：1000 語，エントロピ：8.16，連想量総和：18.66



































連想マップ(Association Map) Module Version 5.01
K中学校「うまれる」全校〈自分〉映画の後 Date：2015.11 Cue Word : 自分 回答語 語数 回答者数比％































































姉 3 0.8% 守る 3 0.8%
赤ちゃん 3 0.8% 女 3 0.8%
先生 3 0.8% 女子 3 0.8%
他人 3 0.8% 人生 3 0.8%
勉強が苦手 3 0.8% 数学 3 0.8%
勉強が嫌い 3 0.8% 生き物 3 0.8%


































































































































































？12歳13歳15歳１５年2年1組３億に１6月 108月 21sphereいのちいのちいのちいのちインターウケるうまれてうまれ方うめないお母さお母さお母さクラスのゲームこの中こんにちその人たったたったネコバスケビジョンボールマイペーもう一人もう 度もう少しもともとやんルール遺伝育つ一 しつし一 だつの一緒人だ一 一生つ黄色音楽家歌過去壊して絵学んで校の喜怒哀気持ち興味形成し繋ぐ決まった犬見つめ







































図 15 A 中学校生徒の映画の後の〈自分〉意識 
 














なげて扱い，1 時間 1 価値１授業への詰め込みの無
理を越えて，子どもを育てる教育となる。 
5. 2018 年から小学校で使われるようになった文部科学
省検定済み道徳教科書全 8 社 48 冊を分析すると，問
題点が見える。すなわち，誕生を扱うのは全教材の











































































2 朝日新聞 2018 年 10 月 5 日付け社説「教育勅語発言 
柴山文科相の見識を疑う」。社説は引用の文言に続け




を全会一致で 1948 年 6 月に可決した。 
3 https://www.nier.go.jp/guideline/，国立教育政策研究所
学習指導要領データベース（2018 年 10 月 11 閲覧） 
4 https://www.iza.ne.jp/kiji/life/news/131012/lif131012 
11340018-n1.html （2018 年 10 月 11 日閲覧） 
5 高橋潤子，日教組の道徳教育に関する研究―1951 年～
1959 年の全国教育研究集会報告を中心に―，未公開，
本人の了解を得ての 2016 年日本教育学会第 75 回大会
発表原稿による。 
6 https://www.jtu-net.or.jp/wp/wp-content/uploads/2017/07/ 














12 道徳教育実施要項，1958 年 3 月発行，帝国地方行政














17 cf. 上薗恒太郎、1996、pp.37-45 









前を『道徳と法治』と変えて，2017 年 9 月から小学校




19 cf. 長島雅裕; 古谷吉男; 上薗恒太郎; 安部俊二; 武藤
浩二; 小西祐馬; 疑似科学とのつきあいかた～教師を目
指 す 皆 さ ん へ ～ 、 http://naosite.lb.nagasaki-u.ac.jp/ 
dspace/bitstream/10069/23093/4/pseudo science.pdf， 2010 
（2017 年 12 月 14 日閲覧） 
20 参照：上薗, 恒太郎; 糸山, 景大、連想調査による情
意測定の試み : 子どもたちが感じた学校、長崎大学教
育 学 部 教 育 科 学 研 究 報 告 , 54, pp.27-41; 





（2018 年 10 月 15 日閲覧） 
22 https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/geppo/ 




ア，国の自殺順リスト，2018 年 11 月 26 日閲覧)。 
24 世界保健機関は 2014 年に「自殺を予防する 世界の
優先課題（Preventing Suicide: a global imperative）」
https://jssc.ncnp.go.jp/file/pdf/topics_140905_1.pdf を発表し
ている。（2018 年 11 月 27 日閲覧） 
25 cf.上薗恒太郎，2015，p.140 を参照。 





ほか，企画委員 東洋ほか，第 10 巻編者 浜田陽太郎 
上田薫，1988，教育学講座 10 社会科教育の理論と構造 





育哲学研究，第 112 号，pp.129-150 
上薗恒太郎，2014，平和の定義 ―平和責任：被害、加害
責任、そして記憶の文化―，長崎大学教育学部紀要－
















































Max van Manen, The Tone of Teaching, The Althouse Press, 
 上薗 恒太郎  106 




文部省，1947 年 3 月，学習指導要領一般編(試案) 
文部省，1947 年，学習指導要領社会科編(試案) 
 
